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∴

論 文 内 容 の 要 旨

心不全時に於ける細胞内電解質代謝については H arrison,Pilcher, Ew ing (1930) 以来多 くの研究か

なされてきた｡ ことに最近, 鉱質コルチコイ ドの研究の発展と共に, その機構について詳細に検討されつ

つある｡ 一方ジキク1) スの作用機序についても, 細胞膜に対するイオン能働輸送抑制作用の角度より新 し

く解明されつつある｡ ただこの方面の臨床的研究は, 細胞内電解質を直接測定することが困難であるため

に尚不充分と云わざるを得ない｡ 著者は, 細胞内電解質の変動を類推 し得る赤血球内電解質測定法を用い

て, 臨床的に, 心不全時及びジキク1) ス投与による細胞内電解質代謝の研究を行 った.

1 対象は代償性又は, 代償不全性心疾患患者21例であり, その赤血球内 N a, 及びK の濃度を測定 し,

内13例についてはジギタリス投与前後の血清及び赤血球内N a,K 濃度を経時的に測定 した｡ 又同時に,

尿量, 尿中排出 N a, K 量, 静腹圧, 体重, 肺活量, 尿中排他アル ドステロン量, 血圧, 血液循環時間

をも測定 した｡

2 本研究に用いた測定法による血清及び赤血球内 N a, K 濃度の正常域を求めるために, 健康成人男女

9名より採血を行ない, 次の値を得た｡ 血清 N a濃度, 143･8土2､88m Eq/L , 血清K 濃度 4.29土0.29m

Eq/L , 赤血球内 N a 濃度 12･0土1･45m Eq/L , 赤血球内K 濃度 99･3土3･72m Eq/L｡

3 心不全群と正常群を比較 して

i) 血清 N a 濃度は, 心不全群に於いて正常範囲内ではあるが有意に減少を示 した｡

ii) 血清K 濃度については, 有意の差は認められなかった｡

iii) 赤血球内 N a 濃度についても, 有意の差はなかった｡

iv) 赤血球内K 濃度は, 心不全群に於いて有意に増加 し, しかも心不全の重症度に並行 して増加を示 し

た ｡

4 ジキク1) ス投与の前後を比較 して

i) 血清 N a 濃度については, 心不全群10例中, 不変 8例, 減少 2例｡
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ii) 血清K 濃度については, 一時的上昇 も含めて, 増加 5 例, 減少 3 例, 不変 2 例｡

iii) 赤血球内 N a 濃度については, 増加 9例, 不変 1例｡

iv) 赤血球内K 濃度については, 減少 9例, 初期のみ減少 1例であった､｡

5 慢性 うっ血性心不全に於ける赤血球内K 濃度増加, 及び血清 N a濃度減少の傾向は, 心不全時に於け

る体液性, 細胞内代謝性の異常によるものと考えられる｡ 又治療量のジキクリスの赤血球内電解質に対

する作用は, 初期には赤血球 (ことに嘆) - の直接作用と考え られるが, 後期のジキク 1) スdj維持量に

理解される｡

/ド

論 文 審 査 の ･結 果 の 要 旨

著者は心不全における細胞内電解質代謝,･およびそのジギタリスによ亭変動を臨床的に検 討 す るため

に, 赤血球内 N a, K 濃度を経時的に測定 してつぎの結果を得ている｡

1. 億康成人男女 9名の赤血球内 N a, K 濃度の平均値および標準偏差は, N a :12.0士1.45m Eq/L , K :

99.3土3.72m E q/L であった｡

2. 正常群と比較 して, 心不全群においては血清 N a 濃度減少, 赤血球内K 濃度増加 (心不全の重症度に

並行 して増加) を示 した｡ これ らの変化は心不全における体液性, 細胞内代謝性の異常によるものと考
～

えられる｡

3. ジギタリス投与により, 赤血球内 N a濃度上昇, 赤血球内K 濃度減少を示 したD これ ら治療量のジギ

グ1) ス甚よる変化は, 初期には赤血球 (ことに膜) への直接作用と考え られるが, 後期のジギグ,リスの
i

維持量による作用は心不全の血行力学的改善をかいして間接的に組織内電解質濃度を正常に復帰させる

ものと理解される｡

このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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